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目 

次 

, 

I

目 

的

n

製

造

定

n

石
鹼
の
性
質
及
使
用
上
の
注
濫

IV
結 

曾

I

目 

的

石
龄
の
主
要
原
料
は
脂
肪
酸
原
料
即
ち
油
脂
及
び
脂
肋
酸
と
ア
ル
カ
リ
類
の
二
者
で
あ
る
が
、
何
れ
も
現
在
決
戰
下
重
要
資
源
の
一
つ
で
、
 

吾 

人
の
使
用
す
る
石
齡
原
料
とL
て
は
極
力
そ
の
使
用
が
抑
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
我
々
は
木
材
増.
建
に
汗
と
油
で
日
々
敢•
圖
す
る
從
業
員
に
對 

し
一
握
の
石
鹼
を
供
給
し
、
以
て
明
日
の
増
產
へ
の
源
力
を
養
ひ
度
い
と
望
み
、
現
在
我
々
が
容
易
に
入
手
し
得
る
森
林
資
源
を
以
て
石
齢
製
造 

の
試
驗
を
始
め
た
。
而
し
て
ア
ル
カ
リ
源
と
し
て
木
材
炭
化
の
副
産
物
た
る
木
灰
と
ト
ド
マ
ツ
、 

エ
ゾ
マ
ッ
の
樹
脂
よ
り
製
す
る
ロ
ジ
ン
を
原
料 

と
す
る
所
謂
樹
脂
石
阻
を
基
と
し
て
上
記
の
目
的
に
沿
ん
と
し
た
。
尙
總
て
林
産
物
を4

と
す
る
理
由
か
ら
林
產
石
鹼
と
名
づ
け
、
大
い
に
森 

林
資
源
を
活
用
し
て
不
足
勝
な
石
齡
を
補
ひ
た
い
と
考
へ
、
斯
に
そ
の
製
法
及
性
質
に
就
て
記
す
る
次
第
で
あ
る
。



二

n

製 

造 

法

⑴

原 

料

樹 

脂 

.

ト
ド
マ
ツ
、
エ
・
ソ
マ
ッ
生
樹
脂
を
蒸
溜
し
て
押
發
性
油
分
ド
る
テ
レ
ピ
ン
油
を
除
去
し
た
殘
渣
即
ち
ロ
ジ
ン(

R
a
s
f
n
)

を
使
用
す
る
。
採
集
樹 

種
に
よ
っ
て
出
來
上
る
石
齡
の
性
質
を
幾
分
異
に
す
る
が
、
實
用
上
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

化
學
的
に
は
ロ
ジ
ン
の
主
體
は
有
機
酸
で
あ
る
が
、
そ
の
組
成
は
不
明
白
で
あ
る
。
苛
性7
ル
カ
リ
又
は
炭
酸
ア
ル
カ
リ
に
て
鹼
化
せ
ら
れ
て 

B&
肪
酸
ア
ル
カ
リ
に
類
似
し
た
性
質
の
も
の
と
な
り
、
樹
脂
石
齡
、
樹
脂
酸
石
齡
、
口
ヂ
ン
石
齡
等
と
呼
ば
れ
る
。

木
、
 

灰 

ー

木
灰
中
北
海
道
產
樹
種
に
は
最
大
四
八
・
八
九
〇％

、
最
小
五
・
六
七
六％

、
平
均
二
六
・
三
三
六％

の
炭
酸
加
里
の
含
有®

を
有
し
、
是
等 

木
灰
中
に
含
ま
れ
る
炭
酸
加
里
を
浸
出
し
て
利
用
す
る
。

答
樹
種
の
灰
分
含
有
米
並
に
灰
分
中
諸
成
丹
の
含
有

ilv
は
立
地
、
樹
齢
、
木
材
の
部
分
、
伐
採
時
期
、
共
他
生
長
狀
態
等
の
如
何
に
よ
っ
て
各 

々
異
る
が
、
川
口
、
森
岡
兩
氏
の
調
充
し
た
結
果
に
依
り
灰
分
中
加
里
含
有®

最
大
な
る
は
ヤ
チ
ダ
モ
、
最
小
な
る
は
エ
ゾ
マ
ッ
び
、
其
の
大
小 

の
順
序
に
各
樹
種
を
列
學
す
れ
ば
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
カ
シ
ハ
、 

ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
ド
マ
ツ,

ア
ヲ
ダ
モ
、
ア
カ
ダ
モ
、
ナ
、
カ
マ
ド
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
 

ハ
ン
ノ
キ
、
ア
ヅ
キ
ナ
シ
、
セ
ン
ノ
キ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ア
サ
ダ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
コ
ブ
シ
、
イ
タ
ヤ
カ
へ
デ
、
イ
チ
ヰ
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
キ
ハ
ダ 

、
カ
ツ
ラ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ホ
、
ノ
キ
、
エ
ゾ
マ
ッ
の
如
く
で
あ
る
。

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
と
は
粘
土
踏
物
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
を
主
成
分
と
す
る
粘
土
の
名
稱
で
あ
っ
て
、
本
道
に
於
て
は
羽
幌
御
料
地
に
產
す
る
。 

ア
ル
カ
リ
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
が
顯
著
な
洗
滌
作
用
を
有
し
、
石
齡
分
を
混
合
し
な
く
と
も
ガ
ラ
ス
表
面
の
汕
脂
質
の
汚
れ
を
除
き
、
ま
た
掌
や
布

第1表

寄:沸

哪

第 一 囘 第二同

收飛
テルカ 
リ度

收演, アルカ 
リ度

>：88 
〇

C C
275 0.307n

C 〇
360 0.086ヾ

0.5 2G0 0.4：0n
3151 0.075N

1.0 195 0.521 n 210 0.994N

1.5 150 0.538N 180 0.126n

2.0 55 L104n 1551 0.242N

の
汚
れ
を
も
取
去
る
求
實
が
泌
め
ら
れ
、
又
石
齡
は
そ
の
二
五
乃
至
五
〇％

ま
で
も
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
で
置
き
換
え
る
事
が
出
來
、
且
つ
石
能
の
起 

泡
性
及
び
洗
滌
性
を
も
助
長
す
る
も
の
と
思
は
れ
て
ゐ
る
。
樹
脂
を
炭
酸
加
里
に
て
齡
化
し
た
軟
石
齡
は
輸
送
其
他
取
扱
に
不
利
な
る
を
以
て
ベ 

ン
ト
ナ
イ
ト
を
加
へ
、
上
記
の
如
く
石
齡
の
性
質
を
好
轉
せ
し
む
る
と
共
に
固
型
又
は
粉
末
と
し
て
袋
入
で
供
給
し
得
る
樣
に
し
た
。 

而
し
て
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
土
砂
を
混
ぜ
ざ
る
優
良
乾
燥
粉
末
を
使
用
す
る
を
要
す
る
。

⑵

製 

造 

法

灰

汁

製

法

木
灰
の
種
類
に
依
り
異
る
も
普
通
の
木
灰
に
對
し
て
は
二
五％

の
水
溶
液
を
造
り
之
を
〇
・
五
〜
一
時
間
加
熱
攪
拌
し
た
る
後
そ
の
上
澄
液
を 

使
用
す
る
ー
。 

• 

-

灰
汁
の
ア
ル
カ
リ
度
を
次
の
如
く
調
査
し
た
。
即
ち
木
灰
ー
〇
〇g
に
水
四
〇O

C.C
を
加
へ
第
一
表 

の
如
く
處
理
し
た
る
後〇

 •

三
五
九N

H
&
O
4

で
滴
定
し
た
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(

各
區
共
浸
漬
時
間
四
時
間
と
す) 

•

次
に
ー
一
四
時
間
經
過
第
一
囘
灰
泮
採
集
後
再
び
四
〇
〇

C.C
の
水
を
加
へ
前
囘
と
同
様
處
理
し
て
灰
汁 

を
採
集
し
た
。
そ
の
收̂

及
び
ア
ル
カ
リ
度
は
上
表
の
如
く
で
あ
る
。

そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
木
灰
よ
り
二
囘
浸
出
し
て
灰
汁
を
採
集
使
用
す
る
時
は
驗
化
に
要
す
る
ア
ル
カ 

リ
论
が
不
足
で
可
及
的
ー
に
一
度
に
含
有
炭
酸
加
里
を
全
部
浸
出
使
用
す
る
を
有
利
と
す
る
。

尙
再
度
の
採
集
灰
汁
も
炭
絲
の
餘
熱
或
は
天
日
蒸
發
せ
し
め
そ
の
ア
ル
カ
リ
の
濃
度
を
高
め
る
時
は 

石
齡
製
造
に
使
用
し
得
る
。

鹼 

化

灰
汁
に
樹
脂
を
加
へ
加
熱
し
な
が
ら
め
化
せ
し
め
る
。
灰
汁
に
對
す
る
所
要
樹
脂
址
は
灰
汁
の
ア
ル
カ
リ
度
に
依
っ
て
異
な
る
も
之
の
計
算
例

三



を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。 

灰
汁
の
ア
ル
カ
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故
に
本
灰
汁
ー
立
當
五
四
・
ー
瓦
の
樹
脂
を
要
す
る
。

四

實
耗
に
際
し
て
は
、
試
作
と
・
し
て
少
掀
の
灰
汁
に
對
し
計

5?
數
値
よ
り
幾
分
少
策
の
樹
脂
を
入
れ
て
愉
化
せ
し
め
、
そ
の
齡
化
の
狀
況
に
應
じ 

て
樹
脂
及
び
灰
汁
を
追
加
し
て
、
該
灰
汁
に
對
す
る
樹
脂
割
合
を
決
定
す
る
び

而
し
て
灰
汁
の
ア
ル
カ
リ
度
に
對
し
て
樹
脂
多
き
場
合
は
不
险
化
の
樹
脂
の
爲
、
水
に
溶
解
し
な
い
部
分
が
生
じ
、
之
に
七
手
を
洗
滌
す
れ
ば 

樹
脂
分
が
歌
に
殘
る
。
又
反
對
に
ア
ル
カ
リ
多
き
場
合
は
出
來
上
り
石
脸
液
中
に
遊
離
ア
ル
カ
リ
が
多
並
に
含
ま
れ
る
。
尙
軟
石
鹼
と
し
て
は
使 

用
す
る
場
合
は
使
用
樹
脂
:!

it
の
三
倍
程
度
の'R
址
に
濃
縮
す
る
。

ペ
ー
ス
ト
及
粉
末
化

上
記
の
如
く
险
化
し
て
出
來
上
っ
た
樹
脂
石
險
は
吟
石
齡
な
る
を
以
て
、
之
に
ペ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
加
く
糊
狀
、
固
形
又
は
粉
末
化
し
て
取
扱
の

便
を
計
つ
た
。

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
添
加
量
は
石
齡
蛍
に
對L

四
〇
—
五
〇％

の
時
は
ペ
ー
ス
ト
狀
で
之
よ
り
増
加
す
る
と
共
に
粘
度
を
増
す
。 

固
形
石
餘
と
し
て
使
用
す
る
に
は
石
鹼M

と
等
说
程
度
で
よ
い
、
简
粉
末
化
を
計
る
為
に
は
是
以
上
の
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
il
を
必
要
と
し
、
石
齡 

孑
ー
百
に
封
し
百
三
〇
の
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
添
加
し
て
固
形
と
し
た
る
後
粉
评
器
に
よ
り
粉
末
と
す
る
。

粉未石!^ 
】哗二對 
スル原料 
所要知

K
、599 

CC
ノ 1.557

196

798

木 灰

灰 汁

樹 脂

ベントナイト

第2表

第3表

五

禰 類
木灰1kg =對 
スル收!t

棉脂］kgユ對 
スル收强

木 灰 -1*000 3,050

灰 汁 2,600
CC

7,930
K

樹 脂 328 1,000

软 石 鹼 」,04〇 3,172

ペースト石鹼 1,500 4,575
ペントナイト 468 1,427
(ぺースト石鐘二、 シ)
固形石齢 1,500 4,575
ベントナイト 
(固形石|‘检=對シ)

1,040 3,172

粉、末石船 1,670 5,094
ベントナイト 
(粉末石鹼ニ對シ)

1,352 4,128

齡
對
料
量 

石 る
對
料
景
一g7

CC3K9

6 C3 1
6 7 2

種 類

ペ
鹼
ス
所
ー

-

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
添
加
方
法
は
加
熱
し
な
が
ら
少
抵
宛
樹
脂
石
颅
中
に
を
混
入
、
よ
く
攪
拌
す
れ
ば
次
第
に
粘
稠
と
な
り
之
を
夫
々
の
形
態
で
使 

用
す
る
。

而
し
て
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
一
度
に
多

in:
に
増
へ.H
ば
軟
石
鹼
中
に
混
ぜ
す
失
敗
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。 

一
般
の
使
用
に
は
ペ
ー
ス
ト
狀
が
便
利
で
あ
り
、
固
形
は
石
瞼
の
溶
解
狀
態
が
普
通
油
脂
石
瞼
に
比
し
非
常
に
劣
る
。
粉
末
石
齡
は
取
扱
は
非 

常
に
便
利
で
あ
る
が
粉
末
に
す
る
に
幾
分
手
數
を
要
す
る
。

收 

挝 

ー
 

- 

• 

石
鹼
製
造
の
收
址
は
供
試
木
灰
及
樹
脂
の
性
狀
に
よ
っ
て
異
る
か
、
標
準
の
木
灰
及
樹
折
に
對
す
る
石
鹼
收
蛍
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



第4表

第•5表

番魂 供 試 品
泡 高

。分 20分 60分 120分 6時間 15時間

1 市販化粧石訟
cni
5.8

CXH
.5.5

C1U
5.5

CW
4.3

cm
4.3

cni
4.3

2 市販幼末石险 7.3 3.5 - 3.4 3.2 3.1

3 クレンザー — — — 一 —

4 ベントナイト 一 — — 一 —

5 トドマツ樹脂石隙 5.4 — — — —

6 エゾマツ樹脂石毆 10.0 5.2 4.1 3.4 3.1

7 エソマッ樹脂石鹼 11.0 4.8 4〇 3.5 3.1

8 エゾマッ樹脂石鹼 10.0 / 5.3 4.0 3.7 3.2

9 トドマツ粉栄石瞼 4.0 —■ — —

番號 供 試 品
泡 高

〇分 15分 30分 •1時 2時 4 (】争 8時

1 市販化粧石鹼
CIU

11.4
rm

10.0
CIIJ
9.0

cm
4.0

cm
3.3

cm
3.2

C11)
2.9

2 市販既末石鹼 12.1 6.5 6.0 5.0 4.4 3.5 —

3 クレンザ】 一 一 — — —

4 ベントナイト

5 トドマツ樹脂石鹼 6.6 3.4 3.1 3.1 — 一 一

6 エゾマッ樹脂石鹼 12.5 6.3 5.6 5.4 4.6 4.1 3.3

7 エゾマッ樹脂石險 12.9 6.5 5.5 5.1 4.5 3.8 3.2

8 エゾマッ樹脂石鹼 13.0 7.6 5.6 5.0 4.2 3.5 3.4

9 トドマツ粉末石敵 6.0 3.2 2.9 — ■•- — —

六 

口

石

曲

の
性
質
及
使
用
上
の
注
意 

樹
脂
石
旧
の
性
質
を
試
驗
す
る
方
法
は
種
々
あ
る
が
斯
に
は
次
の
三
點
に
就
て
調
査
し
た
。 

㈠

起

泡

,

性 

㈡

洗

滌

カ

 

㈢

石
鹼
溶
液
の

PH
價 

㈠

起 

泡 

性 

• 

試

験

方

法
 

原
料
を
各
二
・
五g
宛
三
〇
〇
竺
二
角
フ
ラ
ス
コ
に
取
り
、
 

之
に
五
〇
・
溫
水
を
ー
〇
〇"

加
へ
て
各
原
料
を
よ
く
溶
解
せ
し
め
た
る
後
一 

分
間
攬
拌
振
盪
す
る
。

振
盪
直
後
の
泡
の
高
さ
を
測
定
し
そ
の
後
一
定
時
間
後
の
泡
の
消
哭
狀
態
を
記
錄
す
る
。 

試

驗

結

果
 

ノ 

市
販
化
粧
石
巒
其
他
と
比
較
し
た
起
泡
性
の
調
査
結
果
は
第
四
、
五
表
の
如
く
で
あ
る
。 

本
調
査
に
依
れ
ば
市
販
化
粧
石
鹼
は
勿
验
起
泡
性
が
最
良
で
あ
る
が
、
 

次
で
エ
ゾ
マ
ツ
樹
脂
石
鹼
で
ト
ド
マ
ツ
樹
脂
石
鹼
は
エ
・
ソ
マ
ッ
に
比
し 

劣
っ
た
。
又
ト
ド
マ
ツ
粉
未
石
齢
も
起
泡
性
は
少
い
。

又
樹
脂
石
齡
は
市
販
石
鹼
に
比
し
泡
が4 <

き
く
所
謂
き
め
が
荒
い
。
併
し
市
販
粉
石
驗
と
は
大
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。 

• 

㈡

洗

滌

カ 

・
 

洗
滌
力
の
試
驗
と
し
て
晒
天
笠
の
二
五

cm-
の
も
の
を
次
の
標
準
汚
垢
を
平
均
に
織
布
に
吸
着
せ
し
め
た6  

澱
粉
五g
、
ラ
ノ
リ
ン
ー
 

・一 g
、
油
煙
〇•

五g 

> 

餅
物
油
モ
ビ
ー
ル
ー*

g
、
水
五
〇
ぞ
ア
ラ
ビ
ャ
ゴ
ム
〇
一
三 

此
〇
认
〇
片
を
二
五％

石
齡
ー
 

〇O

C.C
中
入
れ
之
を
栈
械
的
に
二
〇
分

ll!J
囘
執
振
迅
し
て
二
畫
夜
放

13
し
て
そ
の
儘
晩
水
乾
燥
し
殘
存
す
る
炭



No.l Ph
No. 2 Ph
No.3 Pit
No. 4 Ph
No. 5 Ph
No. 6 Pn
No. 7 PH
No. 8 Ph
No. 9 Ph

八

樹
脂
石
陰
は
何
れ
も
ア
ル
カ
リ
度
が
强
い
。 

使
用
上
の
注
意

素
並
を
外
觀
に
依
り
觀
察
し
た
。

そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
洗
滌
力
の
良
好
な
順
序
で
示
せ
ば

No.
」

、•
七
、
 

ハ
、
 

市
販
粉
石
燉
に
相
當
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

㈢

石
嫩
溶
液
の

PH
僵

二
五％

石
齡
液
の

PH
價
社
比
色
法
で
測
定
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

二

六
、、
五
、
九
、
四
、
三
で
あ
っ
て
、

エ
・
ソ
マ
ッ
樹
脂
石
齢
は
略

本
石
齡
は
前
記
の
如
く
洗
滌
カ
は
大
き
い
が
石
齡
溶
液
の
ア
ル
カ
リ
度
が
强
い
爲
に
そ
の
性
質
を
知
っ
て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

化
粧
用
と
し
て
は
油
脂
に
汚
れ
た
手
足
を
洗
ふ
に
適
す
る
も
、

一
般
の
皮
膚
に
對
し
て
は
尤
ル
カ
リ
が
强
く
適
當
で
な
い
。 

洗
滿
用
と
し
て
は
木
綿
製
品
に
對
し
て
は
簡
易
に
汚
れ
が
落
る
が
、
羊
毛
製
品
は
著
し
く
收
縮
し
た
り
、
布
質
が
傷
ん
だ
り
す
る
爲
適
當
で
な 

い
。之

は
木
綿
が
ア
ル
カ
リ
性
の
溶
液
に
對
し
て
抵
抗
力
が
强
い
の
に
反
し
、
羊
毛
は
抵
抗
力
が
弱
い
爲
で
本
石
鹼
を
使
用
す
る
時
に
は
特
に
注
意 

を
要
す
る
。
人
絹
や
ス
フ
は
ア
ル
カ
リ
に
對
し
て
相
當
丈
夫
で
あ
る
が
抵
抗
力
は
木
綿
よ
り
劣
る
も
の
で
、
煮
沸
洗
濯
乃
至
熱
液
洗
濯
を
行
へ
ば 

光
漂
を
失
ふ
の
で
微
温
湯
で
出
來
る
だ
け
石
齡
の
用
蛍
を
減
じ
手
早
く
洗
ひ
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
尙
水
武
ぎ
の

IL1J
數
が
少
な
い
と
石
鹼
分
が
布 

地
に
附
着
淺
留
し
、
特
に
絹
物
や
毛
欲
物©

場
合
に
は
そ
の
布
質
が
惡
く
な
り
光
浬
を
損
じ
る
た
め
先
づ
溫
湯
で
數M
よ
く
禰
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

共
の
他
一
般
器
共
類
の
洗
滌
用
と
し
て
は
好
適
で
あ
る
。
次
に
洗
滌
カ
最
大
な
る
石
般
溫
耻
は
脂
肪
酸
及
び
ア
ル
カ
リ
の
種
類
、
溫
度
等
に
依 

っ
て
甌
々
で
あ
る
が
、
普
洒
油
脂
石
齡
に
對
す
る
最
滴
濃
度
は
〇
・
四
〜
〇
・
六％

と
い
は
れ
て
居
る
。
本
石
險
の
最
適
濃
度
は
軟
石
鹼
に
對
し
て 

は
二％

、•
ヘ
ー
ス
ト
狀
石
齡
は
三％

、
粉
末
石
險
に
對
し
て
は
五％

程
度
で
あ
る
。
又
石
驗
の
洗
滌
最
適
温
度
は
石
験
の
稲
類
、
濃
度
等
に
つ
よ 

て
異
る
が
、
樹
脂
石
驗
は
何
れ
も
低
溫
を
可
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
本
石
敬
も
三
〇

c^
內
外
の
微
溫
が
最
適
と
認
め
ら
れ
ろ
。
歟
石
較
及
・
へ
—
ス 

卜
石
鹼
の
溶
解
は
六0

c°
程
度
の
溫
湯
が
良
好
で
そ
の
溶
液
も
透
明
で
あ
る
か
ら
該
溫
度
程
度
の
湯
に
溶
解
せ
し
め
て
使
用
す
る
を
可
と
す
る
。

IV
結 

言

林
產
石
鹼
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ッ
樹
脂(

口
ヂ
ン)

を
原
料
と
し
て
、
木
灰
中
の
炭
酸
加
里
を
以
て
齢
化
せ
し
め
た
樹
脂
石
鹼
の
一
種
で
之 

に
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
加
へ
て
ペ
ー
ス
ト
狀
、
固
形
、
粉
末
狀
と
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

即
ち
森
林
資
源
よ
り
現
在
不
足
を
來
し
て
ゐ
る
油
脂
石
餘
の
代
用
品
を
製
作
し
て
日
夜
汗
と
油
で
敢
闘
す
る
木
材
増
產
戦
士
に
捧
げ
明
日
の
よ 

り
よ
き
增
產
の
一
因
と
な
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。

尙
本
石
鹼
の
品
質
の
向
上
に
關
し
て
は
そ
の
後
種
々
硏
究
を
進
め
つ'

あ
る
。


